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第4章　近世の日本

1節　ヨーロッパ人との出会いと全国統一

　１　中世ヨーロッパとイスラム世界

　２　ルネサンスと宗教改革

　３　ヨーロッパ世界の拡大

　４　ヨーロッパ人との出会い

　５　織田信長・豊臣秀吉による統一事業

　６　兵農分離と秀吉の対外政策

　７　桃山文化

2節　江戸幕府の成立と対外政策

　１　江戸幕府の成立と支配の仕組み

　２　さまざまな身分と暮らし

　３　貿易の振興から鎖国へ

　４　鎖国下の対外関係

　５　琉球王国やアイヌ民族との関係

　

１中世のヨーロッパ、イスラム世界の拡大、十字軍。

２ルネサンス、宗教改革、近世への移り変わり。

３大航海時代、アメリカ大陸の植民地化、オランダの

台頭。

４鉄砲の伝来、キリスト教の伝来と広まり、南蛮貿易

とキリシタン大名。

５織田信長の統一事業、豊臣秀吉の全国統一、宣教師

の追放。

６太閤検地と刀狩、朝鮮侵略。

７天下統一と豪壮な文化、芸能と生活文化の展開、南

蛮文化。

１江戸幕府の成立、幕藩体制の確立、大名・朝廷の統

制。

２武士と町人、村と百姓、差別された人々。

３積極的な貿易政策、禁教と貿易統制の強化、島原・

天草一揆と鎖国。

４四つの窓口、オランダ・中国との貿易、朝鮮との交

際。

５琉球の支配、アイヌ民族との交易。
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3節　産業の発達と幕府政治の動き

　１　農業や諸産業の発展

　２　都市の繁栄と交通路の整備

　３　幕府政治の安定と元禄文化

　４　享保の改革と社会の変化

　５　田沼意次の政治と寛政の改革

　６　新しい学問と化政文化

　７　外国船の出現と天保の改革

１農業の発展、諸産業の発展。

２三都の繁栄、街道の整備、海運の発達。

３綱吉の政治と正徳の治、元禄文化。

４享保の改革、産業の変化と工業の発達、農村の変化

と百姓一揆。

５田沼意次の時代、寛政の改革、ロシアの接近。

６国学と蘭学、化政文化、教育の広がり。

７異国船打払令と大塩の乱、天保の改革、雄藩の成長
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第5章　開国と近代日本の歩み

1節　欧米における近代化の進展

　１　イギリスとアメリカの革命

　２　フランス革命

　３　ヨーロッパにおける国民意識の高ま

り

　４　ロシアの拡大とアメリカの発展

　５　産業革命と資本主義

１近世ヨーロッパの動向、イギリス革命、アメリカの

独立革命。

２フランス革命の始まり、ナポレオンの時代。

３「国民」の登場、ヨーロッパと中南米諸国の動向。

４ロシアの拡大、アメリカ合衆国の発展、南北戦争。

５産業革命、資本主義の発展と社会問題、社会主義の

広がり。
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2節　欧米の進出と日本の開国

　１　欧米のアジア侵略

　２　開国と不平等条約

　３　開国後の政治と経済

　４　江戸幕府の滅亡

１欧米とアジアの力関係、アヘン戦争と中国の半植民

地化、インドと東南アジアの植民地。

２ペリーの来航、不平等な通商条約。

３幕府への批判の高まり、開港の経済的影響。

４薩摩藩と長州藩の動き、世直しへの期待、大政奉還

と王政復古。
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3節　明治維新

　１　新政府の成立

　２　明治維新の三大改革

　３　富国強兵と文明開化

　４　近代的な国際関係

　５　国境と領土の確定

　６　領土をめぐる問題の背景

　７　自由民権運動の高まり

　８　立憲制国家の成立

１明治維新、藩から県へ、身分制度の廃止。

２三大改革、学制の公布、徴兵令、地租改正。

３富国強兵、殖産興業政策、文明開化、新しい思想。

４ぶつかる二つの国際関係、岩倉使節団、清や朝鮮と

の関係。

５南北の国境の確定、北海道の開拓とアイヌの人々、

沖縄県の設置と琉球の人々。

６歴史的に見る島々の領有、あしか猟の舞台・竹島、

日本人の生活の舞台・北方領土、かつお節製造の舞

台・尖閣諸島。

７自由民権運動と士族の反乱、高まる自由民権運動、

国会の開設をめぐる対立。

８憲法の準備、憲法の発布、帝国議会の開設。
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